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代表取締役

宣言日

年12月31日までの取組目標

（記載上の注意）
　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

１

静岡市駿河区敷地1-26-41

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

422-8036

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

所　　在　　地

1 事業所

５

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

全製品を環境負荷の少ないバイオマス容器に切り替え中。
海洋プラスチックゴミ削減につなげます。

バイオマス容器や生分解性容器へ切り替えを既に開始して
います。2025年にすべて変更予定。

環境に配慮したFSC認証紙やバガス紙などを採用し、森林
破壊の抑制や生物多様性の保全に貢献します。

包材やしようする紙類を、FSC認証済みの資材にて製造し
た物に変更していきます。2023年にすべて変更予定。

3R（Reduce・Reuse・Recycle）の考えのもと、持続可能な
容器包装資材の利用を拡大し、資源の循環に努めてきまし
た。

エンドユーザーより回収した容器を、容器メーカーと共に
新たな容器へリサイクルする、容器回収のスキームを作り
ます。2025年リリース予定。

100％国産リサイクル樹脂による容器の使用を開始。プラ
スチックごみを削減し、CO2の排出量を抑えます。

容器回収スキームを始める事により、新たな石油原料を使
うことなく製造できるため、CO2排出量を減らします。
2025年リリース予定。

４

彩り株式会社

4 人

７．卸売・小売業

氏　　　　　名

職　　　　　名

ＳＤＧｓ宣言書
　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

容器や包材または原料を100％リサイクル可能にし、自然派シャンプー商品としてのリーダーとなる。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

もともと、環境を配慮した製品づくりを行っているが、さらに追及します。容器の回収スキームを作り、回収した
容器をリサイクルする活動も計画しています。

目標に関連する取組内容

2022
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